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女は耳と皮膚で ｢考える｣(2)一目覚め/通夜と原初の震え一
中谷 ひとみ
｢女は耳と皮膚で ｢考えるj(1)-KateChopln.TheAwakel1271g(1899)のEdnaPontellerが意識し
ていない r目覚めlJlでは､主人公エドナがEI覚めたこと､目覚めなかったこと､目覚めたがその事
実を彼女自身は知らないことに焦点を当てることによって､フェミニズム文学批評が高く評価したこ
の小説に対して新しいアプロ-チを試みた｡エドナは良き妻や母としてよりも､それ以前に一人の女
性そして一人の人間として生きたいという強い思いに目覚め､より本当の自分-セクシュアリティと
母性一に気づく｡父権制社会でジェンダーの抑圧や母性に苦しみ､結果的には自己成就 ･完結に到達
できなくても､彼女は精神的に成長したと言えるが､それは小説の最終場面において彼女が世界のリ
ズムと共鳴 共振していること,そして世界自体と共通の新しい ｢ことば｣を得たことから推測され
から/1
る｡彼女が最後に到達した太古から続く世界のリズムとの同調 共振- ｢ことば｣の共有-は体の直
覚であり､原エロス (ur-eros)の大海に包まれることだと言えるO彼女はその体に立ち戻るのであり､
新しく生まれ変わる活力を得る.しかし同じ海 ･世界2で､四肢の機能が働かなくなり全身疲労囲燈
して死の危険に曝されていることが示すように､宗教的なエクスタシーと同様のものと言ってよい原
エロス的陶酔 世界との共振の至福 新生の可能性は身体的死と背中合わせである｡生は常に死を季
む､危ういものなのだQこのように､女性の自立や身体性 (セクシュアリティと母性)の目覚めと苦
悩というフェミニズム的読みをさらに深めると､この小説が主人公の目覚めと認識様式一特に感覚認
知-との関係を示唆していることに気がつく｡
世界のリズムとの同調 共振が可能になるには､そもそも太古からの世界のリズムを体験できる場
所へ行く必要があるOピアニストとして自活 自立し､音楽という自分を表現するすぼらしい ｢こと
ば｣を持ち､その独自の音楽が共同体の人々からも評価され､精神的に強敬ではあっても､人間社会
と敵対し続け､自然の揺藍で人間の起源でもある海と疎遠な急進的フェミニストMademoISeleRelSZ
は､エドナのような経験一世界のリズムと共振 同調すること､その ｢ことば｣の揺藍の中で共に一
つになること一はできないであろうO世界と共に､共通のことばで､生きることの狂乱､苦悩や狂喜
を語ることもできはしまいO語り手が推測するように､ライソは海を避けているからであるOこの点
からも急進的フェミニズムの限界の一端が垣間見られる｡一方､新しい女性として裏に生きる試みを
通して､急進的フェミニズム以上に革新的な世界との関わり方をエドナの体は知った｡いや､それを
一時回復したDただし人種的､階級的現実の問題などと同様に､このことやその ｢ことば｣の存在を
彼女はロゴスを通して認放してはいないO
女性が父権制社会と同調して生きるにせよ､真っ向から闘って自己実現を図るにせよ､その社会で
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生きなければならない｡その事実からは逃れられない｡自分の立ち位置が今はそこであり,そこ以外
にないとすれば,世界と単に､また頑なに対立しただけでは何の成果も得られないし､挑戦する自分
すら危うく/維持できなくなるだろう.世界と接合する回路の中で自分の心身を整えながら､困難な
自己実現を図らなければならない｡そしてそれができるのが ｢大人｣なのだ｡敵対はしていても世界
と同調 ･共振していればそれとの繋がりを維持でき､力を得て自己実現の試みも続けられる｡エドナ
は主としてAde1eRatlgnOleとライソ､二人の女性たちとの対話やそれに促される内省を通して､自
○･りfl
分について考えていく｡しかし対話や言語による思考以前に体 ･感覚の ｢思考｣は始まっている｡む
しろ､このことの方が重要だ｡r目覚めJの原著な点は感覚的描写が非常に多いことである｡絵のよう
な熱帯地方の風景の色彩豊かな視覚描写､音楽や会話の声などさまざまな聴覚認知､心臓の鼓動のよ
うな生体内リズムと同調する海の波の規則的リズム.そして顔を打つ風の感触への言及､これらが小
説中に頻出する.人の情報取得や認知は圧倒的に視覚を通して行われるという｡しかしこの′ト説で注
目すべきことは､視覚というより聴覚と触覚一特に皮膚感覚一による認知であり､それが主人公と世
界一ジェンダーバイアスに抗して女性として､一人の人間として生きることを決意した彼女にとって
は敵対的な父権制社金一との繋がり､世界の繊細な損軌との共振･共鳴を示唆していることである｡エ
ドナは世界のリズムと同調 ･共振しながらそれと共通の ｢ことば｣を通して､敵対する世界と会話し､
自分の新しい生き方を模索する｡耳と皮膚で ｢思考｣し､これが彼女の体一分裂した ｢近代的自己｣
-を整え､ひいては制度的言語による思考や,女性の生き方の学びという点では反面教師となるライ
▲11L{ヽ~LdIALr
ソやアデルとの対話を可能にするのだ｡本論 ｢女は耳と皮膚で r考えるJ(2)一目覚め/通夜と原初
の震え｣では､海の規則正しいリズム,風､音楽などの微細な空気の荘えに注目し,これらがエドナ
の認識にどう関与したかを検討する｡彼女の目覚め 精神的成長において身体や感覚器官がどのよう
に機能し､ジェンダー的価値観や制度的言語による論理的思考とどう関わったかを､具体的に譲論し
たい｡
1. 孤独は人間を鍛えるか
作者ChopJnが ｢元々この小説でニューオJ)ンズのブルジョワ階級の倦怠感 (dulness)｣を描こう
とし｣(CyrlLeAmavon,Culeyed.186),オリジナル･タイトルとして'●asolitarySOul'を想定してい
た (John氏.May,Cuueyed215)とすれば､主人公の孤独な魂を示唆するシーンを通して彼女の心の
動き､そして苦しみと成長をたどることができるかもしれない｡実際MargoCuleyは"alone-という
語が小説中に24匝lほど ("sometwodozentlmeS')頻出し､小説の鍵となる場面は主人公が一人の時
であると指摘している｡(Culeyed249)重要な七場面を前後を補足しながら詳しく見てみよう｡(1)
子供たちの養育に十分気を使わないで発熱を見逃してしまったことを夫に非簸され､ポーチで一人泣
く｡[第3牽〕.(2)自分で ｢孤独｣ぐsoltude●)と名づけた短く哀調に満ちた短詞の曲など,ライソ
の弾くピアノ曲を聴き ｢永遠の真実を受け入れる準備ができた状態になった｣(26)後､海で一人｡初
14
岡山大学大学院社会文化科学研究科紀要第30号 (2010ll)
めて泳げるようになり､どんな女性も行かなかったほど遠くへ行きたいと思う.[第9､10章].(3)
その日の夜中､部屋に入るよう夫に言われても一別の日だったら夫の言う通りにするだろうが-たっ
た一人でハンモノクに揺られながらしばらく過ごす｡泳ぐという自分の新しい可能性を意識した興奮
に冷めやらず､また強い自己意識のなかに浸っているのであろう｡[第11章].(4)翌日衝動のまま初
めて,変するRobertを誘いChinlereCammada(良)へ行くが,気分が悪くなって土地の人の家で一
人休む｡[第12､13章] (5)夫がニューヨークへ発ち､子供たちも夫の実家へ行き､家に一人残る.
初めて観察するように家中を見て回り､庭の手入れなどすると､家のすべてが新鮮であるO台所でさ
え興味深く感じられるo夕食を楽しみ､Emersonを読み､入浴ですっきりして就雇するが､かつてな
いほどの休息感が得られる｡[第24章] (6)従属 抑圧の象徴である家を出て ｢鳩の家｣に引っ越し､
Aroblnと親密になったり友人と引っ越しのさよならパーティをしたり,ライソを訪ねたり外出もする
が､大半はそこ一彼女自身の部屋-で絵を措きながら一人で過ごすO[第28章以降].(7)小説の最終
シ-ン､自分の可能性を見出し永遠の真実を受け取る準備ができた同じ海で､たった一人｡しかし溺
死の可能性が示唆される｡[第39章]
語り手が時間的に順を追って物語を語っているとすれば､上の記述によって主人公の精神的成長が
辿れるはずである｡エ ドナが一人の場面 (1)では父権制的価値観やジェンダーバイアスの抑圧と彼
女の自由な考え方や行動様式との凱鮪が引き起こす葛藤が､(2)では彼女の新しい身体的可能性が示
唆される｡(3)は自己に目覚め始めた彼女が父権的権威に反抗する様子を描く｡続く(4)では肖身
の欲望に正直に大胆な行動を実行に移すが､頓挫する｡身体がまだ十分に強敵ではないからだ｡父権
制度の抑圧 ･乱群の象徴である､夫と子供たちから一時解放されると､その入れ物でありもう一つの
象徴でもある ｢家｣がまったく違ったものに見えて来ることが (5)で示されるo(6)では実際､夫
の家を出て,給を描くことなどで経済的に自立することを目指し､自ら恋人に愛を告白するエドナが
描かれる.しかし最後の (7)で､母性一子供との関係というおそらくは女性にとって不可避で最も
困難な縛り-から結局は逃れられないと悟った主人公は､自分の可能性を兄いだした同じ梅に諦悪さ
れるように入っていくo身体が萎え､おそらく溺死するだろうことが暗示されるOかくしてエ ドナの
自己探究と自己実現の試みは敬えることが予想される.孤独(1)～(7)は主人公の精神的成長過程の
説得力ある描写である｡
自己に目覚める一日分自身を深く知り､世界に対して自己をはっきり表明する-ことで人は成長し
ていく｡到達できたか否かや何に到達するかという結果ではなく､成長し続けることが重要である｡そ
れには自己を明確化する他者の存在や対話も必要であろうが､内省も不可欠であろう｡確かに､一人
であること一孤独-は人間を鍛え,精神的成長を促すようである｡しかしそれ以上に､エ ドナは二人
の女性の他者性との避近､そして彼女たちとの親交一特に対話-を通して大きく成長していく｡完壁
rTtf〉thpT】ylヽOman
な聖母マリアのような母親的女性であるアデルと､ピアニス トとして自活し独自の音楽世界と洞察力
を持つライソである.二人の対照的な価値観や生き方が資するのだOそして､家族と離れて一人の時､
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エドナの内省は促され精神的成長が加速される｡孤独は次の段階に進むための踊り場であり,エネル
ギー補給所と言ってもよい｡しかしこの小説で興味深いのは､精神的発展に寄与する他の要素の存在
である｡
小説には感覚認識の描写が非常に多いが､食事や食べ物についての言及も多いことに気がつく｡パー
ティ招待者のお札訪問を受ける面会日 (receptionday)の義務を果たさず夫に非赦されても､エドナ
は満足そうにスープを飲み､焦げた魚に夫は手もつけないが彼女はかまわず食べる｡夫や子供たちの
いない家で庭の手入れの後一人食べる彼女の夕食は､うっとりするようなテンダーロイン､美味しい
ワイン､期待したとおりのマロングラッセである｡(70)最終シーンの直前では､グラントアイルの
貸別荘の管理人たちに､海から帰ったら魚が食べたいと言っている｡彼女の食欲は概して旺盛であり､
彼女は食べることにあまり遠慮や椿掛 よしないし､手や腹の描写が示唆するように､彼女の身体は筆
書というよりむしろ頑強といってよい｡空腹を十分満たすことは､彼女が意識しているにせよいない
にせよ､自分の身体を尊重し大切にし､その要求に素直に従っていることを意味する｡この意味では
彼女の身体は彼女自身のものであり､健全で強い身体の維持は彼女の身体および感覚が世界に対して
開かれる可能性と､父権制社会に抗する力の獲得を示唆する｡食べる力は生きる力である｡精神的に
成長するには身体も堅固で強敵でなければならない｡健全な食欲と十分な食事はそれを担保する｡さ
らに重要なことは､彼女は意識していないだろうが､彼女にとって食べることはすでに夫に対する反
抗でもある.体は言語を使って考える以前に ｢思考｣しているのだ｡生きることについて考えた時に
彼女の頭をよぎった"lfe'sdelrlum●'(54)という言葉を思い出そう｡整然としたロゴス言説や厳雷で
的確な言葉以前の ｢ことば｣を彼女の体自体は発している｡主人公の精神的成長を考えるには彼女の
体が思考する過程にも注目しなければならない｡
味覚に関連する描写は小説中に多くはないが､視覚 ･聴党認知と､体性感覚である皮膚感覚を中心
とした触覚の描写は多い｡′J､説の背景となっている色彩豊かな風景描写が､小説の深刻なテーマとは
異なり牧歌的な印象を与えるが､エドナが自身のセクシュアリティに目覚めるのは､同じ視覚でも評
判の良くない年若の青年アロヴ7ンが19才の時′iリで決闘した際に受けた手首の傷を見た時である.
傷は消失しつつある彼女の古い自己に嫌悪感を与える一方､覚醒しつつある官能性を引きつける｡(73)
視覚は主人公が自身のセクシュアリティを発見するという大きな転換を準備する原動力である｡しか
し､より重要なのが聴覚と触覚 ･皮膚感覚である｡聴覚認識ではさまざまな音や声が伝えられる｡′ト
説の冒頭から読者は ｢出ていきやがれ､出ていきやがれ､盲生め｡よし､いいぞ｡｣とけたたましく我
鳴りたてる緑と黄色の老鶏のフランス語と英語の混ざった声を浴びせかけられる｡もう-羽､他の鳥
の声をまねるまわしつぐみも主人公たち-家が過ごす夏の貸別荘にいて､二羽はわが物顔に鳴く｡し
かしこの′ト説に独特なのが､主人公の耳に何度も聞こえる ｢誘悪する海の声｣である｡臭覚について
は､たった一人で庭の手入れをする際の庭木や草木の香り､少女時代を思い出させる馬場や草場の匂
い､風で運ばれるニオイテンジクアオイの匂いなどがあるが､最終場面にも幼少時の思い出として様々
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な音と共に,花が香る｡最後には､なでしこの匂いが主人公の外的な物理的世界と内的な時間的世界
一記憶-の風景の隅々まで浸透しているO
このように小説は触覚と聴覚認識の印象的場面で終わるが､その直前に主人公は窮屈でごわごわし
た衣服 (水着)を脱ぎ揺て､日中戸外で初めて裸になり､海の ｢誘惑する声｣を耳で聴くというより
は体一皮膚全体で- ｢聴く｣｡そして晩秋から初冬にかけての少し肌寒い空気の流れ 風と日光を体に
受けながら､少女時代の同じ回想が立ち現れるのである｡アデルに対して主人公が言語による物語と
して語った以前の回想とは異なり､今臥ま聴覚と臭覚の断片である 父と姉の声､犬のはえ声､初恋
の人が歩く時の拍車の音､みつばちがぶんぶんいう音､そして空中を満たすジャコウのような撫子の
匂いOこれらが彼女の内的世界である意識のみならず外的世界をも満たすO彼女は過去と現在を同時
に感覚として体験している｡人間が得る情報の大部分は視覚によると言われるが､視覚は幻想を作り
だす大いなる民である.聴覚や触覚もその傾向は否めないにしても､この小説に聴覚や皮膚感覚によ
る認知が多いのは注目すべきである｡触覚あるいは体性感覚である皮膚感覚の認知で､海の ｢誘惑す
る声｣と同様に顕著なのは､小説中に何度も言及される風 (breeze)である｡
感覚描写はかくも多く､印象的だQ小説の最終場面は､死の直前に過去の情景が走馬灯のように想
起されるというよりは､感覚認知が主人公の最期､精神的成長の侵終段階と深く関与していることを
示唆すると考えたい0-人でいる時が精神的成長の契機であるというよりは感覚､中でも聴覚認知一
特に音楽と海の声-と風の皮膚感覚が大きな役割を果たすoエドナの場合､昔と風にさらされること
-いずれも空気の波動という､所与の制度的言語以前の世界の ｢ことば｣を聴き､共振 共鳴するこ
と一が､彼女と世界 父権制社会との繋がりを維持し､彼女の体を調律して､精神のステップアップ
につながるOこの小説に感覚的描写が多いことには理由があることを､以下に考案していこう0
2-1.女 は耳で ｢考える｣一音楽は体 を調律する
エドナは音楽が好きだと自認しているが､彼女と音楽には親和性があるようだ｡語り手が言うよう
に､音楽は想像力をかきたてイメージを結ばせるのに役立つ｡ショパンの即興曲や引っ越しの際のさ
よならパーティで演奏されるマンドリン演奏など､小説からは様々な音楽が聞こえる.エドナたち一
家が夏を過ごす貸別荘の所有者であるMrsLebrunが開く社交的催しである ｢音楽の夕べ｣でも､子
供たちが演奏を披露する｡稚拙な演奏だからということもあるが､子供たちの ｢詩人と農夫｣の演奏
一初歩レベルの曲であり､演奏も洗練されたものではなかろうー は､彼女の殿鵜から ｢出ていきやが
れ､畜生め1｣と罵倒される｡一方､プロのピアニストであるライツの音楽の意義は大きい｡エドナ
とライソの対話と彼女の演奏する音楽は連動することに､読者は気がつく｡エドナの重要な精神的飛
躍のうち三回が彼女のピアノ音楽と共に起こるから､看過できまいO
子供の養育についての不満を夫に言われて以来､孤立感を高めていたエドナは､彼女が ｢孤独｣と
呼ぶ曲など,ライソが弾く一連のピアノ演奏をルブラン夫人のパーティで聴くO共同体の中で人づき
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合いが悪く誰からも嫌われているがピアニストとしての評価は高い彼女の演奏は,単なるバックグラ
ウンドミュージノクではない｡人々は彼女の独創的な演奏に最高の賛辞を贈るし､そのリズムやメロ
ディが雄弁に吉苦るもの悲しい ｢孤独｣の物語がエドナの体に浸透し刻み込まれると､ある和音がエド
ナの ｢脊柱を震わせる｡･ .おそらくこの時始めて､彼女は永遠の真理の刻印を受けるにふさわしい
状態にな｣る｡ ･ ･いつもは音楽を聴くと具体的な情景が浮かぶが､今は曲を聴いても孤独,熱望､
絶望､悲壮感などの具体的なイメージは浮かんでこない｡永遠の真理とは何かも今はまだわからない｡
しかし音楽と同調する彼女の体の､魂の中から強烈な思い (qpasslOnST)が沸き起こり､彼女は震え､
息が詰まり､涙する｡(26)
TheveryhrstchordswhlChMademoISeleReLSZStruckupontheplan°Sentakeentremor
downMrsPonteJler■sspinalcolumnltwasnotthebrsttlmeShehadheardalarhstatthe
planOPerhapsltWasthefLrSttlmeShewasready.Perhapsthefirsttlmeherbemgwas
temperedtotakealImpressOftheabldJLlgtruth(26)
主人公の魂の内なる強烈な思いを語る､今はまだ制度的言語として明確に表現はできない､言葉にな
らない ｢寄妙な新しい声｣(62)が彼女の中で沸き起こる｡そしてほどなく､エドナは株げるようにな
り,どんな女も行ったことがないほど沖合い遠くまで行きたいと思う｡音楽は永遠の真実の訪れを彼
女に予想させると共に､水泳という新たな身体能力の開花と新しい言葉の社得に導いたOライソのど
1SL!L
7ノは主人公の成長の階に通奏低音として響いていたのである｡
二度目には音楽は主人公の心情や状況を明確にする｡エドナはライソに ｢あなたの画家としての才
能も気質もよく知らないけれど､芸術家になるには才能は絶対必要｡だけど､それを開花させる努力
ち,そしてそれ以上に､強い精神力が不可欠よ｡｣(61)と言われる｡スケノチが売れ始めてはいるが
まだナイーブなエドナはその意味がよくわからない｡この時､変するロベールからのライツ宛の手紙
を読みながら聴くのが,ライソの弾くショパンの即興曲である｡TsoJdeの変の調べを聴いた後は､再
びショパンの即興曲となる｡曲の即興的で多様な内容-メロディ 物語言説-と彼女の逸って複雑な
気持ちがマッチ (同調)していると推測できる｡エドナの耳に音楽は ｢奇妙で幻想的に聞こえ､この
荒れ狂い､執劫な､悲しい､優しく懇廉するような｣音楽に､エドナは涙する｡そして ｢彼女の内に
奇妙な新しい声が生まれ｣るo(61-62)言葉で明快に説明はできないが､彼女の体は考えて反応して
いるのだ｡彼女を忘れ､許されない愛を封印するため.ロペールは突然メキシコに渡ったきり彼女に
は手放もよこさない｡彼女の方はますます彼への思いが募ることになり､苦しんでいる｡こんな心の
状態の時に聴いたのが ｢t:'ァノの詩人｣と呼ばれるショパンの即興曲や変の歌だったのだ｡思いを青
菜に託すことの巧みさにかけて ｢詩人｣を凌駕する者はいまい｡音楽を介しながら､エドナはライソ
と会話し､そして変する人の自分宛ではない手紙を読みながら.エドナは夫以外の男性を初めて心か
ら変することの苦しみを体験し､より本当の自分自身と対諮する｡芸術家として自立しようという意
志とその苦悩､要や母として生きるのではなく自らの意志で男性を変する主体として生きたいという
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願望､自らのセクシュアリティの目覚め,そして自分の意思や欲望と社会体制や価値観との葛藤を彼
女は経験する.音楽を聴きながら自分の置かれた状況や思いが明確になるO辛く困難ではあるが､精
神的に成長する一段階である｡作者ケイト･ショパンはそのための適切なピアノ曲を用意したと言え
るO
ライソの対話と彼女が奏する音楽が連動してエドナに精神的飛躍をもたらす≡度目の機会では､音
楽が主人公の心情吐露を促す｡この時も､彼女はライツ宛のロベールの手紙を手に持ちながらライソ
のピアノ曲を聴いているO音楽は酸いばかりの光輝のようにエドナの体全体に染み込み､彼女の魂の
暗闇を暖め､照らし､歓喜を準備する｡だからこそ ｢自分が恋するのは大きな器で高尚な目的も能力
Llと
も持ち､自分が愛するに値する男だ｣と言うライツに､｢好きだから好きなのだ｣と自分の価値観を表
明して反論できる｡(77-78)また ｢ロベールを変しているのか｣とライソに間かれると､エドナは初
めてはっきり肯定する｡(78)音楽はエドナの混沌とした思いをまとめ､心情を明らかにし､その吐露
を促すのに役立つのだ｡
音楽は文化の差異を越えて共通の ｢ことば｣を持ち､聴く人に想像以上の効果をもたらすことはよ
く知られている｡心を癒し､慰め､落ち着かせ,あるいは元気づける｡病気を治したり不安や痛みを
和らげるために､音楽療法3として利用されたりもする｡エドナの場令,成長の三局面でのライツの
ピアノ曲は単なる偶然ではなく､彼女の自己 個性 欲望が明確になり.整然とした形で-言語表現
として-世界に対して表明される前のウオーミングアップ､あるいは音楽が彼女の体を調律したと考
えられないだろうかO潜在認知や情動をめぐる認知神経科学の観点から｢身体を突き動かすもの｣(229)
を考察する下候によれば､｢音楽は脳内の広い神擢回路を一気に活性化し､それはまた意味を処理する
言語拭路とも重な｣り､｢そのかなりの部分が､生物学的で潜在的なメカニズムに依っている｣O(71)
一見多様な文化の所産と見えても ｢音楽は人尖削こ共通の生物学的基盤に基づいて｣(59)おり,｢人類
に共通｣で ｢不動の文化｣なのだ｡(71)このような脳の機能に対する音楽のはたらきを考えれば､音
楽がエドナの精神的成長に深く関与できるのも納得できる｡ライソのピアノ曲以外にも､エドナの恋
人ロベ-ルがよく歌っていた､伝わらぬせつない思いを歌った歌- ｢もしあなたがわかってさえいた
ら/あなたの膿が私に告げることを｣(86)-も､秘かにエドナを変するロベールの抑圧された恋心の
みならず､それを聴き､彼が去った後は自らも歌うエドナの欲望や不安で揺れる小を調整するのに役
立つ｡
⊂on[cTnPlnl10n
2-2 女は耳で ｢考える｣- 官能的な海の声 は ｢思索｣の迷宮 に誘 う
誘惑する海の声 (1)
音楽はエドナの体を整えて精神的成長のための大きな転換点を用意するが,同じように重要な役割
を果たすのが海の ｢声｣であるO彼女が ｢誘惑する海の声｣と認識するメキシコ湾の海の渡の規則正
しい昔とリズムは､ライノのピアノ音楽と同様に､いやエドナの体にとってはより根本的なレベルで
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作用する｡初めて彼女が永遠の真実を知る準備が整った心身状態になった時に続く第10章で､彼女は
アデルたちと浜辺に向かって歩く｡この時 ｢奇妙であまり体験したことのない匂いがする｡海､草､鋤
で耕されたばかりの大地､近くのどこかから漂い来る白い花の強い香りが混ざった匂い｣である｡未
経験の匂いは新しい場面転換を予感させる｡そして確かに､この時､嘆覚をはじめとする感覚が世界
に対して開かれた後､彼女は初めて泳げるようになる｡何が､どんな環境がエドナに身体の新しい可
能性を準備したのだろうか｡月の白い光が余すところなく世界を照らす中で､多くの人々と共に彼女
は ｢あたかも本来の自分たちの住みかに入っていくように､海の中へと歩いて行った｡海は静かでゆ
るやかにうねり,大波となり互いにとけあい､浜辺で小さな抱となって人々の足下に白い蛇のように
絡みついた｡｣(節)｢あたかも･ ･｣という語り手の比境は正しい｡彼女は無意識的に､人間が世界
と一つであった姑原の環境である海に向かっている｡一種の帰巣本能である｡月の光の微細な振動､海
の低い昔と規則正しいリズム 〔振動〕､風 空気の振動､これらとエドナの心腹のそれが同調していく｡
この三位一体の条件一光と規則正しい波の昔と風 〔~bl･eeZe●.そよ風というより時速4-31マイルの弱い
風)-は他にも多くの場面で見られる｡光一太陽光であれ月光であれーと海曹と風は､音楽と同様に
小説の通奏低音となっているCそれらの昔やリズムは主人公の体のリズムを整えて､さらなる精神的
いざ1.A
成長に誘うのだ｡主人公の心を癒し,慰め､落ち着かせて本来の生体リズムを取り戻させると考えら
れる｡
泳げるようになる前､すでにエドナは妻や母のジェンダー的役割を果たすことに対する拒否の気持
ちを強くしている｡女性として､そして人間としての自己に目覚め､自分と内なる本当の自分や外部
世界との関係を認識し始めていたo
lnshort,MrsPontellerWasbeglnnLngtOrealZeherDOSltlOnlntheuniverseaSahumanbeLng.
andtorecognIZeherrelatlOnSaSanlndlVldualtotheworldwlthlnandabouther
ButthebeglnnlngOf山lngS.OfaworldespecLal1y.lSneCeSSarlyvague,tangled,chaotlC.and
exceedlnglydISturbLngHowfewofuseveremergefromsuchbeglnnlngEHowmanysoulsper)sh
LnItstumultl
ThevoICeOf也esealSSeductive,neverCeasing.WhlSperlng,Clamorlng,murmurlng.lnVltLngthe
soultowaJlderforaspeulnabyssesofsolitude.toloseItselfmmazesofInwardcontemplatJOn
ThevoiceOftheseaspeakstothesoulThetouchofthesealSSensuous.enLoldLngthebodyln
Itssort.closeembrace(14)
この投降でエドナが目覚める自己はまだ唆昧模糊としたものである.自己に目覚めても､それをはっ
きりさせようとすればするほど､多くの魂がこのロゴスの混沌から抜け出せずに回復不能な程の大き
な痛手を被る｡エドナは海からの音一空気の振動-を ｢誘惑する声｣と聴く｡その ｢声｣は彼女の魂
を誘惑するように､絶え間なく戦き､しばらく孤独の深遠に､そして自己についての迷路のような熟
考の中に放り込ませる｡彼女の魂一心の中核的な部分-を孤独の淵に誘い込むばかりではなく思索
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内省 (contemplat10nlogos)の迷宮に引き込む｡ロゴスの迷宮に散ればさらに抜け出せなくなる｡先
走る言語による思考に追いつこうとして､主体である彼女の方が逆に言語に翻弄され､自分を失う｡エ
ドナが主体性を回復できるのは世界と共振する時なのだが､この時点ではまだ不可能だ｡小説の終末
まで得たねばならぬ｡語り手によれば､エドナは海の感触を感覚的で､体を優しく抱擁してくれると
好意的に感じている｡しかし本論に先立つ (1)で議論したように､海の ｢声｣は誘惑などしてはい
I:b^
ない｡澄み切った太古からの､自然 (あるがまま)の海の ｢声｣を誘惑と開き､内省の淵に沈むのは､
彼女がロゴス ･言語に支配され､いまだにEl覚めの途中にあるからだ｡
この点でエドナは過誤を犯したのだが.それでも海の音とそれに対する彼女の感覚詔書削ま彼女の体
全体の思索にとって重要である｡成長に必要なステップの一つだからだ｡合理的思考以前に体はすで
に ｢思考｣し､世界に応答しているO言語を使ったロゴスの思考とは異なるやり方で､体全体が一つ
となって思考するのだ｡世界が自分であり自分が世界でもあった,自他不二として､そして心身-加
から1}
として存在する調和のとれた原初の体とは異なり､今の彼女は身体と心が分裂した悩める近代的自己
であると言える｡次にエドナが経験する海の語りかけでは､慰撫するようなその繰り返される声がリ
ズムの乱れた心臓の鼓動を調整するように彼女の身体を調律する｡彼女の体を整え､心を安定させ､世
界とただひとつとなって共振し､そのリズムそのものとなる体にしていく｡彼女は本来の原初的な体
を取り戻しつつあるのだOそうでなければ､梅を見ながら一視党 ･聴覚をはたらかせて一並んで座っ
ていたアデルに､ケンタッキーで育った子供時代の原風発一二重の精神生活-を再度､いや初めてま
とまった形で混沌から掬い､拾い上げて制度的言架で表現する (recouect)ことはできない｡長老派
キリスト教の教務､敬慶で厳格な父や若くして死んだ母親の役割も果たした姉の数えを守り共同体の
価値観を受け入れる心､同時にそれらに反発する二重の心性は､トラウマ的な葛藤として彼女の存在
の根幹部分を占有している｡そのことを見出して､言語化によって明確に意識しなければならない｡そ
うでなければ問題解決にも精神的な成長にも到達できない｡そうするためには､そして近代的自己の
苦悩から脱するためには､エドナは海-行きその無色透明の声とリズムに身を浸し.風のリズムを体
に感じる必要があったのだ｡
3.女 は皮JHで ｢考える｣
海の声 (2)と風
規則正しく繰り返される海の音とリズムー 誘悪する声-は､まずはエドナを孤独と内省の淵に､ロ
ゴスの迷宮に誘い込ませ､次にエドナの体を調律して泳ぐという新しい可能性-開いたが､一見その
暴力的な力で死へと誘惑したように見えるのが､小説の最終場面である.母性という女性にとっては
大きく不可避な問題につき当たり､彼女は衝動的にグランド･アイル (良)へ向かう｡土地の人が来
いから海へ行くのはよせと言っても忠告を受け入れないが､自殺しようとはまったく考えていないこ
とは既に本論に先立つ (1)で論じた｡この時,エドナは日光にさらされ､風に打たれ､波に誘われ
21
ながら､生まれて初めて大空の下にチタテク不愉快な肌ぎわりの衣服をすべて脱ぎ捨て､たった-人
海のそばに仔んでいる｡(●'atthemercyofthesun.thebreezeandthewavesl108)梅の ｢声｣は
彼女の耳というよりは裸になった彼女の皮膚全体に語りかけ,彼女は新しく生まれ変わったような気
がする｡この時､彼女が新しく生まれ変わった生き物 ('somenew-borncreature'1109)のように感じ
Zt
ていることは注意しなければならないO波の泡がエドナの足首に蛇のように護わりつき.誘われるま
まに彼女は冷たい海の中を歩き進む｡海の感触は彼女の感覚に訴え､彼女の体を優しく包む｡岸まで
戻れないのではないかと､初めて泳げるようになった時と同じ恐れを一院彼女は才包くが､沖に向かっ
て歩き歳ける｡
HowstrangeandawfuHtSeemedtostaTldnakedunderthesky!howdelC10uSIShefeltlke
somenew-borncreature.openmgItseyes帆afamllarWOrldthatlthadneverknown.
Thefoamywaveletscurleduptoherwhitefeet.andcoiledlikeserpentsaboutheranklesShe
walkedoutThewaterwaschil,butshewalkedonThewaterwasdeep,butsheliftedherwhlte
bodyandreachedoutwithalong.SweeplngStrokeThetouchofthesealSSensuous.enfoldlng
dlebodylnLtSSOft,Closeembrace
ShewentonandonSherememberedthenlghtsheswamfarout.andrecaledtheterrorthat
selZedheratthefearofbeingunabletoregaintheshoreShedidnotlookbacknowbutwenton
andon.thlnklngOftheblue-grassmeadowthatshehadtraversedwhenalttlechld.beleVlng
thatlhadnobeglnnlngandnoend(109)
新しく生まれ変わったような気がしても､エドナの新生は完遂されない｡少女時代に泳ぐようにして
果てしなく広がる葦原を歩いたことを考え､夫と子供たちのことを考える｡ライツ女史には ｢強敵な
精神を持たねば芸術家にはなれない｣と言われ､弱きを笑われると思う一考える｡そして ｢さような
ら｡あなたを愛しているから､お別れします｣と育って去った､愛するロペールのことを考える｡マ
ンテレ医師なら今の自分の気持ちや苦しみを理解してくれるだろうと考える｡(109)考えるから､エ
ドナは迷宮からますます抜け出せない｡
肉体的疲れで四肢が動かなくなり死の影がよぎるほど体の極限状態に陥ると､エドナの意識には音
声､匂いとしての過去の断片のみが残る｡宗数的に厳格だった父や姉の声､犬の吠え声､初恋の人が
歩く時の拍車の音､みつばちがぷんぷんいう音､撫子の匂いである｡一見､死の直前に過去のさまざ
まなイメージが走馬灯のように訪れているようだが､最後に残るのが様々な昔と匂い-空気の震えー
であることに注Elしたい｡何も考えず､エドナがその徴細な震えに身を任せる時一 ｢任せる｣という
ような積極的意志が働いているというより､この段階では意志も自我も存在あるいは顕在化していな
いのだが-彼女のからだのリズムと世界のリズムが共振する｡もはや彼女の少女時代の ｢物語｣はか
ってのように音譜としては存在せず,音と風の ｢ことば｣-音と空気の頼動という ｢ことば｣-の中
に､あるいはその ｢ことば｣自体として存在する｡少女時代の懐疑と模索の物語言述は､はじめは軌
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度的言語の物語として浮上し､主人公はアデ)i,に語ったQその物語が､今は聴覚と喚覚の断片に置き
換わり､海の声一昔と風のリズムーと同化した｡そしてエドナは海 世界のことばと共振 対話して
いる｡今､彼女は初めてロゴスの迷宮から脱し､この空気の震えと､世界自体と､彼女自身の物語と
共振できたのだ0線的時間言説からも自由であり､大文字の時間-Tlme-の中にいると言える｡しか
し､それが可能になるのはこの同じ世界-物理的世界一で肉体的な死と紙一重になった時なのだo
幼少時の二重の精神生活などをアデルに告白することを促したのは､浜辺から見る海の景色と風で
あったO視覚と皮膚感覚刺激である｡エドナによれば ｢はるかに広がる梅やその青を背景に動かない
帆を見ると､座って見ていたいと思わせるすぼらしい絵が生まれてくる.顔を打つ熱い風 (hotwlnd)
が 〔彼女〕に､どんな関係があるのかはわからないが､ケンタッキーでの夏の日を､幼い 〔彼女〕に
とっては海と同じくらいに果てしなく広がる中を歩き進む､腰の高さ以上もある草原を思い出させる｡
その子は腕を伸ばして泳ぐように歩いているC｣(16-17)草原での不安と模索- ｢血為に､当てもなく､
何を考えるわけでもなく,導き手もなく｣(17)歩いたのと同様の体験を､秦となり母となった28才の
エドナは再びすることになるOキリスト教､社会制度､価値観などに対して従順ではあるが同時に懐
疑的でもあった幼少時の内なる葛藤と現在の葛藤 苦しみが本質的に同じものであり,彼女の存在の
根幹を占めるトラウマ的問題であることを意識させるのが､海と風なのだ｡エドナがアデルに告白し
た時､｢自らの声と率直さに､初めて自由の息吹を感じた｣(19)ことを思い出そうQ呪縛と解放を経
て今､エドナの精神はさらに成長するoLかし､そこで待っているのがおそらく死であることは皮肉
ど.
.Tllヽakcnlng Wa良c
4.女は耳 と皮膚で ｢考 える｣一日覚め/通夜 と原初の設え
r目覚めjにおいて主人公の精神的覚醒 成長に感覚認識がどう関わったかを見てきた｡ところで悟
りを開くこと一党髄-も精神的成長であると考えれば､宗教の行において感覚認知はそれとどう関わ
るのだろうか｡また､それに資するものは何であろうかO小説 r目覚めJの場合と共通点などはある
のだろうかO
i'とI) カJ1
-遍の時宗を考えよう｡この宗派の重要な法俄である踊念仏は ｢鉦を打ち､念仏に和讃 〔仏 菩薩､
祖師 先徳,教典 ･教義などをはめたたえた､和語による讃歌〕をまじえて称えながら踊る｡｣(中村
他 編 116､1081)他の多くの宗教的儀式でも見られるように､単純な通勤の反復による体の振動､
大鼓などの低い音の反復は､脳や身体に心地よい刺激となり忘我に導く｡雑念がなくなり､悲しみや
苦しみなどの否定的な感情もすべて忘我の快惚感の中に溶け込んでしまい､心身を賦活し生の充実感
と歓喜を得るQこの時､太鼓などの低音の反復音一空気の振動-と一体になって､聴く人の身体は共
に振動する｡低い繰り返されるリズムはメロディを持つ音楽より根本的なレベルで身体に影響するの
だCまた､舷いばかりの光の中で仏と一体になる体験をするというo光もある種の振動であり､その
積動の中で人は仏と共振するのである.このように太鼓などの音を聞き共に振赦したり､光の中で世
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女は耳と皮JlTで｢考える｣(2)-目覚め/通夜と原初の震え
界 ･仏と共据する体の感覚は､行などの宗教体験においては中心的な場を占めており､光､昔､震え
の振動こそが個を世界 ･仏と結合し､共掠 ･共鳴させるE]路 架け橋であると言えるO宗教と小説と
の共通点の一つが明らかになった｡4
一般的に言えば､音は人間を操る｡また壮大なる幻影をも生じさせるとはいえ､視覚は､そして視
覚と聴覚が同時にはたらく時にはさらに､イメージがふくらみ､認知に大きく寄与する｡エドナの認
知と精神的成長には音楽と､海の波や熱帯地方の太陽や月の光と風の自然が深く関わっていた｡最終
場面でも､背景となるのは日光､風､波であったo
Sheput〔heroldbathingSuit〕on.leavingherclothinglnthebath-houseButwhenshewas
therebesldethesea,absolutelyalone.Shecasttheunpleasant,prlCklnggarmentsfromher.and
forthefirsttimelnherlifeshestoodnakedlntheopenair.atthemercyofthesun.thebreeze
thatbeatuponher,andthewavesthatlnVltedher(108.1talCSmine)
エドナの段階的な精神的成長には言語による対話や思索-ロゴスの作用-のみが不可欠のようにみえ
カら/I
るが､それ以前に､自我に目覚め始めてはいるが不安定な彼女の体は調整されつつすでに ｢考えてい
る｡｣柑 覚め｣は女性の自立-の覚醒と苦悩を描いたフェミニスト小説であると同時に､女性一男性
でも同様であろう-の精神的成長と世界と感覚の関連を示唆した小説でもあるのだ｡対話や内省など
言語による熟考以前に体の ｢思考｣は始まっている.それを可能にするのが､体に直接作用する音､光､
風､波一繰り返される振動と規則正しいリズムー であり､音楽のメロディー 敷術すれば空気の振動と
そのことばが提示 構築する物語一なのだ｡人はそれを媒体にして外世界と､そのリズムと同調 共
振 共鳴して､その世界自体であった原初のありよう 状態に立ち戻れる｡そしてそれが悩める魂の
精神的成長の原動力となるのだC
それにしても､光､音､震えの振動と反復がそのような作用を持つメカニズムはどのように説明で
きるのであろうかOエ ドナの場合､最終シーンで日光､風､海の波という自然の波動によって､彼女
の体内で原初の｢声｣一世界との共通のことば-が立ち上がった｡いや､彼女はそれを回復したと言っ
てよいOそれが外界を震わせ､その反復的な律動がさらに彼女の体内の虚空に響くOこの反復される
相互作用､相互身体的な反復が､一瞬ロゴスの意味世界に大いなる空自を作りだし､世界との共通の
ことばの回復に道を開いたと考えてよかろうO5この裏空地帯のような場でことばを回復 ･共有するこ
とは世界と繁りを保つことであり､困難な父権制的価値観の社会で女性として､人間として生きよう
とする自己実現の試みを続けるためには必要不可欠であるCこのことばで世界と繋がり共振しながら､
主語 目的語の関係ではなく､自分と世界の分化が起こる以前のいわば自即他の密接な関係を維持し
ながら､確固たるというよりは一確固たる自己の確立などあり得ない一オリジナルな自己を構築し自
己実現を図ることこそ､｢大人｣の女性がめざすことであろうO世界と頑なに敵対し続ける､例えばラ
イソのような急進的フェミニストは､エドナのように大きく飛躍することはない.たとえその経験の
果てに死が待っていようとも､'plifepsdelrlum'-生の狂乱 .狂喜､あるいは世界との共演 饗宴の室
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福と枕惣一を雀験しない人は,エドナがアデルを憐れんだように､憐欄の対象になるのである｡
註
11岡山大学文学部紀割 第53号､2010年7月､pp111-2も
2 一見矛盾するような言説であるが､例えば仏教で悟った世界と現に生きている世界が異なる世界
でありかつ同じ世界であることと同様の逆説であると考えていただきたい｡
3 r大辞林｣第二版の定義によれば､音楽療法とは ｢病気を治したり､不安や痛みを和らげるために
音楽を聴かせたり演奏させたりする治療法｣(385)であるO音楽の持つ生理的､心理的働きを活用
するのだ｡
4 宗教との共通点は以下のようにも説明できよう｡宗教の ｢目覚め (覚醒)｣体験とは､日常的自我
を中心に構築され､現実と思い込んでいた日常世界が絶対的なものではなく､自分が超越的な何も
のかに包み込まれているという､より高次の現実世界に目覚めることである｡日常的世界の現実性
は相対的に弱くなるが､それそのものの存在意義が否定されるわけではない｡日常世界以上に ｢深
い (あるいは高い)実在性を持つ世界が開かれて､日常世界の兼朴な特権的現実性が相対化される｣
のである｡この種の経験はだれにでもあるが､通常は,直ちに元の日常世界に引き戻されるため､忘
却されるO仏のようなより大きな存在による ｢救われ｣の体験が生じる契機は ｢一方で自分自身へ
の嫌悪や見切り 他方で自分を超えた何か大いなる存在に対する気づき｣である｡(棚次 28､30)
r目覚め｣の場合､大いなる存在のような言説とは無縁だが,現実的生活空間と世界のリズムと共振
する空間とが同じ空間で異なる相を持つものであることは､以上の宗教的説明でも容易に理解され
よう｡
5 気象学的には､風とは ｢空気の動き｡一般に､気圧の高い方から低い方に向かう水平方向の空気
Lき
の流れをいう｡｣(r大辞林】第二版476)しかしr荘子｣斉物論たで荘子が子茶の言を引用している
ように､風とは ｢大地の吐く息｣である｡(中島 127)風は大地の営為と密接な関係にあり､ある
意味では生命体である大地の ｢ことは｣を運ぶのだ｡中島の解説 議論 (126132)と同様に､本論
を普く上で参考になったのが､文化人類学者 今福龍太の ｢風のアリ7｣である.今福はさらに､
｢暗闇の楽器｣でインディオの子供用玩具ロイ ロイに言及して､以下のように述べている｡
虫の羽音や動物の鳴き声などの自然の深々としたノイズを共似てこの玩具をEI転させながら
鳴らすときの感興のなかに,子供たちは単なる音響的な快楽以上の畏怖を感じてきた｡風の捻り
音として出現するノイズが､民俗文化において精霊や悪魔と交倍する古い手段でもあったことを､
現代の子供たちの無意識が忘れているわけでもなかったO撮り､Bl乾させて音を出す繋朴な楽器
群は､強く言語化されてしまった人間世界の音をふたたび野生のノイズに引き戻すことで,未分
化の津砲のなかにあったことばと文化の生成の端緒に私たちの意識を向き合わせる｡(49)
ドラムや笛のようなリズムや音階をもった ｢人間の楽器｣ではなく､風の共鳴を利用して捻るだ
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けのより素朴な ｢暗闘の楽器｣は､精霊とともに悪魔をも呼び寄せることができる ･ (52)
今福によれば､風の共鳴を利用して捻るだけの素朴な楽器は,人を精霊のみならず悪魔の世界-あ
る種の原初の世界認識-＼誘う｡彼は ｢ノイズ｣と育っているが､風の音と振動には人間のロゴス
の言語以前のいわば原初の ｢ことば｣に引き戻す作用があると考えてよかろう｡小説の主人公を原
初のことばに到達させたのが風であったことは､文化人類学的見地からも説明がつくようである｡
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